
この『JYONAN通信』は皆さまと弊社とのご縁を大切にしていきたい

今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です

かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の代表取締役 寄本 猛です
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時下ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、弊社はおかげさまで３月１日の創業記念日をもちまして
「創業１０９周年」を迎えさせていただきました。

これもひとえにお客様をはじめ
関係各位の皆様のご支援、ご愛顧の賜物と心から感謝いたしております。

これを機に社員一同、一層の努力を行い皆様のご愛顧にお応えしていく所存でございます。
今後とも、なにとぞご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

JYONAN通信

去る令和５年１月３１日に開催され
今年は１３社のお会社が１００年企業として表彰されました。

今回は建設業からは表彰者はなく、繊維・染色、製造業、運輸・郵便業、卸売業・小売業、
宿泊・飲食サービス業の各社様が、京の老舗表彰として「府内において１００年以上にわたり
堅実に家業の理念を守り、伝統の技術と商法を継承し、他の企業の模範となってきた企業」として
ふさわしいか審査され、表彰されました。
パネルディスカッションでは、他府県ですが、１００年企業の２社のお話を聞かせていただきました。

四国の愛媛県生まれの女性で、関西で教師をされていましたが、同郷のご主人と結婚され
それを機に故郷に戻り、ご主人のご実家の稼業であった不動産・保険代理店の事務につかれましたが
地元産業であった老舗タオル会社が廃業目前だったので、その会社の事業継承し、営業活動に奔走され
２０１６年に自社ブランドを設立されました。人口も減り、地元の事業継承されずに廃業される多くの会社が
あるなか、家庭・子育ての真っ最中ですが奮闘されているお話と。

また、私と同年代の男性は、新聞社を退社され、稼業の造花の輸入卸売業を大阪で営まれている会社を
継がれましたが、なかなかうまく商売がいかない時代が続いたようでしたが、経営の覚悟を決心し
造花を飾ることで「暮らしの一瞬をお花で彩る」ことを使命とし、『売り手良し、買い手良し、世間良し』の
近江商人の精神を叶える為、最善を尽くしてこられ事業を続けられている

という、２社のお話を聞かせていただきました。
京都でも６～７割の会社が黒字廃業で、事業がうまく継承されていないようです。
中小企業の多くの最大の要因は、個人が負の遺産を背負うことがネックのようです。

しかし、せっかく地元に根付き、長年続けられてきた事業を廃業に至るのは
勿体無いです。
難しいことが多々ありますが、若者が働きたいと思える会社づくり、
地域貢献やまちづくりにも、関わっていきたいものですね。
私も近江商人の地元出身ですが、商売とは全く関係なく育ってきましたが
その精神は受け継いでいきたいものです。

令和４年度総会

「京都老舗の会」
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～安心・安全・健康で快適な住まいつくりのお手伝い～

おかげさまで創業109周年
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facebookで日頃の出来事や現場の進行状況を掲載しています。

京都市中京区蛸薬師通大宮西入上ル因幡町97

建設業許可 京都府知事 （特-2）第1490号

最後まで読んでいただきありがとうございます。不定期ではありますがこの『JYONAN通信』で
弊社の取り組み・出来事・イベントなどのお知らせの発行が出来ればと思っております。

※この通信紙及びチラシの送付でご迷惑をおかけしていましたら恐れ入りますがご連絡いただければ送付を取りやめさせていただきます。

弊社社員北川忠幸が７年ぶりに
当選して出場し、今回も完走いたしました！

おめでとう！！

京から明日へ「京都マラソン ２０２３」
２月１９日（日） ３年ぶり開催！！

中学生インタビュー 「いき方を考える～地域の先輩に学ぶ～」

私の地域活動は

毎年行われています地元中学生から、地元住民（職業人）へのインタビュー！！
今年も依頼があり、受けさせていただきました。（場所は地元の市民センターで）
今回は、中学１年生のお二人の女生徒さん（前回は２年生男子生徒さん３名でした）
お二人とも部活は運動部でお一人は学級委員、
もう一人は生徒会執行部委員を兼ねておられました。
学校でもクラブやみんなの為にもご活躍されている方で、非常にハキハキされ
ずっと私の目を見て終始目をそらされませんでした。
あまりの眼力に、私の方が窓の外に目をそらしてしまうほどでした。
お二人とも「人をまとめて行動することが得意」と自己ＰＲに書いてありました。
前回は「私の仕事の事」を主にインタビューを受けお話させていただきましたが、今回は地元地域の活動の事が主でした。

消防分団卒団後、防災士の資格を取り、「学区自主防災会」副会長本部役員として
地域の安心安全の為に防災（避難）活動の計画～訓練・研修会の実施や要介護者の把握調査や備品の調達、
またその為の補助金申請。
また、学区の「まちづくり協議会」本部役員として活動をさせていただいています。

私の住む学区は人口約５０００人程の小さな学区で、小学校も各学年１クラスの少子高齢化地域です。
町の中心がない？商店街もない、道は坂が多く、ほぼ住宅ばかり。そんな地域です。
そんな地域ですが、町おこしのような活動に取り組んでいます。
運動会や夏祭り、文化祭、餅つき祭やセンターでの習い事はされていますが
もっと盛り上げ、若い人も住み着いてもらえる活気あるまちづくりをと「学区まちづくり協議会」が準備期間も含め３年前に発足。
朝市（マルシェ）の開催や介護講座、地元の歴史文化を知る情報誌発行、スマフォで見られる地元情報ＨＰ作成、
徒歩圏内の方に来ていただくお寺などでの「居場所づくり」（音楽演奏、歌、昔の遊び、カフェなどなど）地域の人達の交流の場として開催。
そんな活動のお話やエピソードなど、インタビュー形式で話させていただきました。
最後に聞かれたのは「今の私達地元中学生に期待していることは何ですか？」と聞かれ
その返答に、勉強もクラブ活動ももちろん大切ですが、人とのつながりを大切にし「徳」のある人・得られる人になり
できれば将来、お世話になった地元地域に住み続け、仕事以外にも貢献できる人になってほしいと、とっさの質問に答えました。
（その理由はたくさんあり解説しましたが長文になるので完結にしておきます）

毎日１０ｋｍ～ほど、帰宅後走っているようです。
今回は気温はまだましでしたが、終日小雨降る中での４２.１９５ｋｍは辛かったでしょう。
走られた経験者に聞きますと、汗で濡れるではなく、雨で濡れるのは体にかなり負担なようです。
私は、毎回ボランティアで参加させていただいていますが
今回はゴール後の完走メダル渡しと（実際はコロナ過なのでご自分で取っていただく）
ゼッケンの裏に付けてある記録保存チップの回収をクラブの人達と参加させていただきました。
毎回笑顔でゴールされる方が大変多いのですが（記録より完走の達成感でしょう）
今回は、みんな辛かったと思われる顔の方が大方でしたね。
何回も走られている方に話を聞きますと、マラソンは誰でも走れるようになります？と言われます。
まず１～３ｋｍを走ることを続ける。次に５ｋｍ～を続ける。そうして少しづつ距離を伸ばしていく事を続けて行けば
その期間や時間には個人差がありますが、最後には完走できるようになりますと！？ 高齢者も結構おられましたね。

私は長距離は学生の頃から苦手で、無理と思っています(´;ω;｀)
海外や日本全国からこの京都で京都マラソンに出られることを本当に目標とし
その目標に向かって日々練習を続けられている方がたくさんおられ
その方たちをゴールで迎え「お疲れ様・完走おめでとうございますと」声をかけ続けていましたが
「ありがとう！」と返してくださる方も多く、辛い顔から一転して笑顔になられる瞬間が
こちらも雨の中ボランティアをやっていてやりがいがありました。
少しでも京都に来て走れてよかったと思っていただき、また参加者が増えればと思います。

北川君、来年も頑張ってください。社員一同応援しています！
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